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※必要に応じて〇△が無い部分も記入いただく場合があります。

２　事業実施に係る動機

３　法人の概要

① ％
② ％
③ ％

４　法人の主要取引先

開設（変更）予定日 2024年1月1日

担当者名 連絡先

関
係
者
へ
の
意
見
聴
取

回答

受理
■当初 □最終

代表者職名前

建物の構造・設備の変更

大幅な事業内容の変更　※△は生産活動を行う事業
事業所の移転

協
議
の
種
類

計画の概要
本計画書に記載が必要な項目

共生型サービス
事業の追加 共生型サービス以外 新築予定
新規事業所の開設

定員の変更 就労継続支援A型
共同生活住居の追加
上記以外

賃借・自己所有

現在地

新築予定

賃借・自己所有

事　業　計　画　書

法人名 合同会社といろ

事業種別 放課後等デイサービス 事業所名 放課後等デイサービスＫｉｎｏｋｏ

法人の基本方針

関わる全ての人が前向きな気持ちになれる場所を想像して行動する。

一人ひとりの思いを尊重し応援するために、何事にも前向きにチャレンジし、希望ある未来が実現で
きるよう常に成長を心がけ、自らの役割を果たすことで地域に認められ愛される会社を目指します。

法人の理念

意見
事業実施に至った動機を踏
まえ，どのような特色を持っ
た事業運営にされるのか。

私は小中学校の特別支援学級、放課後デイサービスで発達障害のあるお子さんと２２年過ごしてきました。仕事を始めた１年目、担当
した児童のお母さまがお迎えに来た時に「家に連れて帰ると、気持ちが休まる時間が無くなり不安になる。私がちゃんと産んであげな
かったから。電柱に一緒に突っ込もうかと、いつも考える」と言われたことが忘れられません。１日２４時間、学校にいるのは７時間。残
りの１７時間はずっと気を張っていないといけないと知り、放課後は何もできないのかとその時は思うばかりでした。

２０年経ち、担当していた生徒のお母さまから、「先生が放課後も土曜も見てくれると安心なのに」と言って誘っていただき、放課後デイ
サービスでお仕事をすることになりました。
放課後にお預かりできる。１年目に感じたお母さまの不安の軽減、気の休まりのお手伝いができると思いました。そして放課後デイ
サービスで仕事をするようになり、仕事と子育てを両立する保護者が増えていることがわかり、時間の無さと子育てに不安を持たれて
いる方も多く、放課後デイサービスでのレスパイトケアが私たちにできる大きな役割だとわかりました。

また、子どもたちはいろいろな場面で経験が少なく、自分のやりたいことが見つけられない子もいて、1人でできないことが多くあると感
じました。そのため、やりたい気持ちはあるが1人では不安な子、個性に沿った支援があれば１人でできる子、何度かやれば黙々と行
える子など、大人に成長するまでに自分に合った方法で自分の好きを見つけ、多くの経験で自信をつけることが必要な子が多くいると
考えます。
児童指導員として勤務していた時にも子供たちが楽しく興味をもって作りたくなるものを提案し活動内容に取り入れることはできました
が、活動に対しての考え方や内容に制限もあり、私たちでできることがあるのではないかと考えるようになりました。

そこで毎日の学習、遊びや活動の中で少しずついろんな体験、経験ができる時間や場所を作り、子どもたちのなんだろう？そうなん
だ！やってみたい!!が聞こえる放課後デイサービスを、そして子どもたちも職員も安心して過ごすことができる放課後デイサービスを設
立したいと考えました。

意見
放課後等デイサービス

割合
割合

法人が実施する主
な事業

割合 100
設立年月日

意見
下段：所在地

平成35年6月22日

上段：取引先
割合 掛取引 回収・支払の条件

％

％ 日 〆％

％ ％

％ 日回収日 〆

日回収

日回収日 〆

2023年　　8月　　24日

2023年　　11月　　29日

福山市障がい福祉サービス等の指
定に係る懇話会

建築指導課
消防局予防課
開発指導課

作成年月日 令和５年　　８月　　１０日
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５　施設の概要【平面図は７のとおり】

□

□

4 階 階 年
㎡ ㎡

1 階 ㎡
人 人 人

階 ㎡
人 人 人

階 ㎡
人 人 人

□ □ □ □ ■

６　付近図

人 同種の事業所数 事業所
利用定員合計 人

当該地域における開設事業のニーズ分析について（新規開設の場合のみ記載）
凡例
〇 …
× …
△ …
□ …

※付近図に，事業所から一次避難先及び二次避難先への避難経路を記載すること。

一次避難先までの距離 ｍ 移動手段 一次避難先：駅家北小学校

二次避難先までの距離 ｍ 移動手段 二次避難先：駅家中学校

事業場より約3km内(送迎可能地域)
①あそLabo　10 ⑥ﾊﾞﾊﾞﾊﾞﾙｰﾝ福山駅家　10
②あるふぁ駅家教室　10 ⑦ぽかぽか　10
③じゃんぐる　2 ⑧まなびのひろば駅家　10
④じゃんぐる学院　9 ⑨うきわく　10
⑤ひまわりルーム　　10

第1種住居地域 意見土
地

所在地 福山市駅家町法成寺９５－５ 用途区域

建
物

名称 バウムヴィレッジ
所有者 抵当権 あり ・都市計画法第4条第12項

に規定する「開発行為」に該
当しないため，同法第29条
第1項の開発許可は不要。
・今回計画の放課後等デイ
サービスの建築基準法上の
用途は「児童福祉施設等」
に該当するが，用途を変更
する床面積が200㎡以下の
ため，建築基準法上の手続
きは不要。なお，手続きが不
要な場合であっても，建築
士等に相談し，建築基準法
に適合する計画とすること。
・今回の事業追加に伴い，
防火対象物使用開始届出
書を提出すること。

用途 貸事務所・駐車場・共同住宅 構造 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造陸屋根4階建
所有者 抵当権 あり

建築面積 170.57 延面積 682.28
階層 4階建 地上 地下 建築年 1992年1月

収容人員 内訳 職員 利用者
手続 開設 使用する階 専有面積 57

職員 利用者

③
種別
手続

手続 使用する階 専有面積②
種別

17

0

0

107

収容人員 内訳

使用する階 専有面積
収容人員 内訳 職員 利用者

事
業
の
概
要

①

意見
小学校区 人口 405

事業所

9
81

その他

建物を賃借し，放課後等デイサービス事業所を開設する。
内
容

申請種別 新築 増築 用途変更 移転

種別 放課後等デイサービス

駅家北小学校

約３００ 徒歩　4分

約６００ 徒歩(8分)　又は車(2分)

送迎が可能な近隣の小学校区(駅家小・駅家西小・加茂小)を含めた利用対象数は
212名である。また、学年別でみると低学年の割合が多くなっており、今後も同様の
傾向が見込まれる。また、現在利用者が確定している千田小学校区(利用対象者62
人)でも募集する予定である。

同種の事業所
一次避難先
二次避難先

〇
△駅家北小学校

駅家中学校□

×①

×②

×③

×④

×⑤

×⑥

×⑦

×⑧

×⑨
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７　平面図

※平面図のデータを貼付（貼付が難しい場合は，別添とすること。）
※各部屋・設備の名称及び面積を記載すること。
※敷地内に屋外遊技場等がある場合は，合わせて記載すること。

訓練指導室
(5.5+0.7)×6.45=39.99
柱 0.7×0.5=0.35
書庫及び利用児使用棚

2.5×(1.0+0.5)=3.75
静養室兼相談室

(2.0+0.7)×(1.5+0.25)=4.73
39.99-0.35-3.75-4.73=31.16㎡

※トイレ　男女同
洋式1台

※ 静養室兼相談室を使用しないときは簡易パーテーションをはずし
訓練指導室として使用する

建物の２階以上が住居であ
ることから，騒音等への対策
を講じること。

意見

訓練指導室

３１．１６㎡

事務室

静養室

兼相談

室

４．７３㎡
入口
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８　従業員

■
■
■ □
■ □
■ □
□ ■
□ ■
□ ■
□ □
□ □
□ □
□ □

月給計
日 〆 日 月 月

９　借入金の状況

5 0 0

１０　必要な資金と調達方法

１１　事業の見通し

2 4 6 10

※１　月平均利用額（１人当たり）の積算根拠

※２　給付費は，サービス提供月の翌々月に振り込まれるので留意すること（例：４月サービス提供→５月請求→６月振込）
※３　主な受注作業取引先（生産活動を行う場合に記入）

※３　主な事業所内生産品（生産活動を行う場合に記入）

円 × H × 日 × 人 ＝
円 × H × 日 × 人 ＝

※４　諸経費：消耗品，光熱水費，車両管理費，研修費，宣伝広告費，租税公課，社会保険料，レンタル料等

万円
万円

万円 従業員の処遇を改善するよ
うに努めていただきたい。

年齢 月給 意見雇用形態

万円
万円

万円
万円

万円
万円

47
73

万円
万円
万円

22
18
18
-

意見
日本政策金融公庫 運転資金 万円 万円

万円
人件費 末 支払 ボーナス

万円 万円
万円 万円

金融機関 理由 借入残高 年間返済額

95

意見

設
備
資
金

土地 万円 補助金 万円
建物 万円 自己資金 万円
設備 万円 借入金 万円
車両

合計 万円

その他 万円
運転資金 万円

合計 万円

必要な資金 金額 調達方法

意見
利用者見込 Ａ 人 人 人 人 開所から５か月で，利用者

が１０人に達すると見込んで
いるが，利用者確保の見込
み，募集方法はどのように
考えているか。

月平均利用額　※１

万円
諸収入 万円 万円 万円 万円

（１人当たり）
収
入

１月目 ２月目 ３月目 １年後

給付費　※２ 万円 万円 万円

万円 2 2

0

2 4 万円 2 万円1 万円 2 2

万円
旅費・交通費 万円 万円 万円 万円

収入計 ① 万円 万円 万円 万円

支
出

人件費 万円 万円 万円

賃借料 万円 万円 万円 万円
通信費 万円 万円 万円 万円
諸経費　※４ 万円 万円 万円 万円
支払元金利息 万円 万円 万円 万円

30.43

支出計② 万円 万円 万円 万円

収支①-② -140.49

146.01

-96.56

174.87

62.05

万円
売上高　※３ 万円 万円 万円 万円

万円

生
産
活
動

収入　Ｂ 万円 万円 万円

万円万円 万円

万円 万円 万円 万円
支出　Ｃ 万円 万円 万円 万円

必要経費 万円 万円 万円 万円
利用者賃金 万円 万円 万円 万円

48.67
0.78

49.45
99.58

4
10
2

万円

万円 □ あり □ なし

上段：受注先
１月当たりの受注額 契約書の有無 回収・支払いの条件

下段：所在地

万円

職種
管理者
児童発達支援管理責任者
児童指導員
児童指導員
児童指導員
児童指導員
指導員
指導員

常勤
常勤
常勤

常勤
常勤
常勤
常勤
常勤
常勤
常勤
常勤
常勤

18

9

49
45
24
47
49

7
3

名前

非常勤
非常勤
非常勤

非常勤
非常勤
非常勤
非常勤
非常勤
非常勤
非常勤

20 126

1,100

190
100
40

770

600
500

1,100

万円

金額

0.26
0.26

95
4

10
2

29.75

140.75

0
0.52
0.52

95
4

10
2

29.75

140.75

-140.23

235.62
1.3

236.92
119.19

4
10
2

32.37
7.3

円
（（（Ｂ－Ｃ）／25）／8）／Ａ

基本報酬（サービス費）＋全ての加算について記載すること

平日：604単位（区分１）＋123単位（児童指導員等加配加算）＋108単位（送迎）＝835単位
休日：721１単位（区分１）＋123単位（児童指導員等加配加算）＋108単位（送迎）＝952単位
月額：835単位×15日）+（952単位×10日）=22045単位　総合計：22045単位×1.104(処遇改善加算+ベースアップ加算）＝24337単位
※1カ月当たり平日21日、休日4日で計算（但し3,4,7,12,1月は平日15日、休日10日　8月は休日25日）

円

生産品 １時間の生産額 計算式 １月当たりの生産額

円
最賃確保状況（Ａ型）

円

4



１２　事業計画

１３　利用者処遇

意見

（１）具体的な支援（療育）内容及び目的
【活動の主な内容】
・制作…工作から雑貨作品、毎月の壁面飾り、カレンダー作り、折り紙作品、フラワーアレンジメント等、季節の行事を楽しみながら、用具の使い方、
説明を聞く力がつくよう行う。将来の社会自立につながる作業の経験をする。
・クッキング…おやつ作り、学校休業日の昼食作りを行う。買い物、材料の名前、調理器具の名前、使い方、作り方を学んでいく。将来的には保護者
の参観行事として模擬レストランで調理したものを提供する側の動きも体験する。
・体力作り…土曜や長期休暇に公園や近隣のコミュニティセンターを借りて体を動かす。学校行事で必要なラジオ体操から、鬼ごっこ、ドッジボール、
ミニテニス、スポーツ雪合戦など、ルールを知り楽しみながら体力の向上を行う。
・野菜作り…プランタへの植え付け、水やり、収穫等育て、収穫したものをクッキングに使って季節の野菜を味わう。
・お買い物体験…毎日のおやつ40円分をおもちゃのお金を使い選んで買う練習をする。金額が想像できないお子様にもわかるよう、視覚的に表示し
て伝える。クッキングの材料など計画を立て職員と一緒にスーパーに買い物に行く。
・お楽しみ会…基本毎月１回土曜に行う。季節の行事や誕生日会と関連させる。年間行事を知る、発表する力を育て自己肯定感を高める、落ち着い
て参加し集中して見る、聞く力を育てる。
・外出…土曜日や長期休暇に公園、動物園、道の駅、美術館、博物館等、公共の場所でルールを守って行動する力を身につける。消防署、工場見
学等、将来に向けて知識を増やす。
・学習…学校、保護者と連携を行い、苦手なところを見つけて個に沿った支援を考え提供する。ゲーム感覚でできる漢字カード、地図記号等を作成し
て繰り返し行う

（２）支援を行うために必要となる職員の経験・有する資格など
・小中学校特別支援学級介助員　児童指導員/中学教員免許２種保健　養護教諭２種免許　強行動障害支援者研修終了
・児童発達管理責任者　児童指導員/介護福祉士　強度行動障害支援者研修終了
・児童指導員/強度行動障害支援者研修終了
・児童指導員
・指導員/強度行動障害支援者研修受講予定
・指導員/強度行動障害支援者研修受講予定
（３）職員の質向上のための教育・研修計画
・社外研修受講参加。
・月１回の社内研修も年間計画を立てて行う。
各種障害の特性や支援スキル　虐待防止　身体拘束　感染症　接遇マナー　防災　防犯　個人情報管理等、社内又は外部の講師を招いて研修、振
り返りをしながら行う。

（４）感染症対策
・常備品の準備や物品の在庫確保のための点検、管理を定期的に行う。
・来所時、昼食時、おやつの時の手洗い、うがい、検温を実施し健康チェックを行い、記録する。
・１時間に１回の換気。
・毎日室内、備品、玩具、用具、送迎車内などの消毒。工作用具は人数分用意し個人使用とする。
・排泄物、嘔吐の処理方法はマニュアルを作り対応する。
インフルエンザ等感染症により集団感染のある場合は学校や教育委員会の発表に従い適切に対応する。

（５）事故防止等の安全確保策及び発生時の対応
・体育館活動、外出では現地への移動には車で送迎。１台に２名以上の職員を配置して、車内外での移動時の安全確保、発生時には対応がスムー
ズに行えるよう、マニュアルを作り研修する。
・活動では利用児一人一人の特性を踏まえ、事故発生の場面を想定して事前に回避できるよう計画を立て、必要に応じて1対1対応等を行う。

（６）関係機関との連携
・学校の年間行事予定や下校時刻の確認、引継ぎなど下校時の対応がスムーズに行われるように連携する。
・学校や相談支援事業所等関係機関とともに、子どもに必要な支援を行う上で役割を明確にして支援していく。

（７）家族（保護者）支援
・送迎時や個別支援計画作成のための面談以外にも保護者からの希望があれば相談日を設け、いつでも気軽に相談でき、ご家族が抱える悩みや
不安を少しでも軽減できるよう相談支援を行います。子どもの成長や発達について保護者と情報共有し、個別支援計画をより良いものにしていきま
す。

（８）その他

意見

（２）開設事業に係る理念・基本方針
・理念…こどもたち一人ひとりの個性を大切にし、様々な活動の中で興味や関心、意欲を育て、自分自身を発見し、将来の自立に向け
成長できる場所を作り支援する。
・基本方針…①子ども達のなんだろう、そうなんだ、やってみたいを尊重し子どもも大人も楽しく挑戦する。②子どもとその家族の思い
に寄り添い、個に沿った支援を提供する。③職員の研修、教育の充実を図り、施設における療育水準の継続的な向上に努める。

（３）事業内容
・主な対象は小学生と考えていますが利用児の年齢が高くなっても、児童指導員の中には小中学校勤務経験、学習支援経験いるた
め、それぞれの個に対応した自立支援を提供します。
・保護者には予定カレンダーで活動内容を伝え、連絡帳やお知らせにて施設内の様子をお伝えし連携を図っていきます。　・保護者、
学校や関係機関と利用児に必要な支援を行う上で連絡調整及び相互援助を行います。相談支援事業所等と連携を図り情報共有を
行います。
・送迎は送迎車で状況に応じて、学校、放課後児童クラブ又はご自宅へ送迎します。

（１）事業概要
事業種別：放課後等デイサービス
利用定員：10人
営業日：月火水木金土
営業時間・サービス提供時間： 営業時間9:00～18:00 サービス提供時間（平日14:00～17:30　土曜、長期休暇9:30～15:30）
主たる対象者：小学校１年生～高校３年生（主な対象は小学生）
送迎の有無：有
協力医療機関：こどもクリニックはぐくみ
その他：
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１４　防災計画

１５　一日の流れ

月 火 水 木 金 土 日 祝
■ ■ ■ ■ ■ □ □ □

1 4 時 0 0 分 ～ 1 5 時 3 0 分

1 5 時 3 0 分 ～ 1 5 時 4 5 分

1 5 時 4 5 分 ～ 1 7 時 0 0 分

1 7 時 0 0 分 ～ 1 7 時 3 0 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

※上記と異なる営業時間・サービス提供時間がある場合に記載すること。

月 火 水 木 金 土 日 祝
□ □ □ □ □ ■ □ □

9 時 3 0 分 ～ 1 0 時 3 0 分

1 0 時 3 0 分 ～ 1 0 時 4 0 分

1 0 時 4 0 分 ～ 1 2 時 0 0 分

1 2 時 0 0 分 ～ 1 3 時 0 0 分

1 3 時 0 0 分 ～ 1 4 時 4 5 分

1 4 時 4 5 分 ～ 1 5 時 0 0 分

1 5 時 0 0 分 ～ 1 5 時 3 0 分

〇災害時の対応体制
・指揮権、指示の順位（管理者　児童発達管理責任者）
・避難誘導、救護、初動対応係（指導員）
・出欠表、個別避難計画、緊急連絡先持ち出し（児童発達管理責任者）
・保護者連絡、関係機関、団体へ連絡（管理者、児童発達管理責任者）
・保護者へ引き渡し（管理者、児童発達管理責任者）
・災害後の再生、災害時マニュアル、個別避難計画書の見直し（全員）
〇避難先
一次避難先：福山市立駅家北小学校
距離，避難方法及び時間：約４４０ｍ　徒歩4分
二次避難先：福山市立駅家中学校
距離，避難方法及び時間：約９００ｍ　徒歩(8分)又は車(2分)
〇防災計画等の作成
危機管理マニュアルを作成し、すべての職員が火災、災害、事故、事件などにおいて的確かつ迅速に対応、予防できるように計画を立て訓練に周知
します。
〇避難訓練の実施計画
年に３回（５月、９月、１月）に防災教育、避難訓練の実施
〇その他
活動での消防署などの見学、地域の危険箇所の把握、子どもたち自らが安全を確保できるよう取り組みます。

意見

おやつ

活動

片付け・帰りの会

９：００～１８：００ 土曜・長期休暇９：３０～１５：３０

意見
受け入れ・健康チェック・学習

朝の会（本日の予定の説明・ラジオ体操）

活動（制作・クッキングなど）

昼食・健康チェック

活動（外出・お楽しみ会など）

おやつ

片付け・帰りの会

営業日 営業時間 サービス提供時間

９：００～１８：００ 平日　１４：００～１７：３０

営業日 営業時間 サービス提供時間

意見
受け入れ・健康チェック・宿題
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様式第２号－２

１　協議事項

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
■ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ ■ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

■ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 多機能型サービス □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※必要に応じて〇△が無い部分も記入いただく場合があります。

２　事業実施に係る動機

３　法人の概要

① ％
② ％
③ ％

４　法人の主要取引先

作成年月日 令和５年１１月２９日
法人名 合同会社といろ

代表者職名前

事　業　計　画　書

□当初 ■最終

事業種別 放課後等デイサービス 事業所名 放課後等デイサービスＫｉｎｏｋｏ 開設（変更）予定日 2024年1月1日

担当者名 連絡先

大幅な事業内容の変更　※△は生産活動を行う事業
事業所の移転
建物の構造・設備の変更

私は小中学校の特別支援学級、放課後デイサービスで発達障害のあるお子さんと２２年過ごしてきました。仕事を始めた１年目、担当
した児童のお母さまがお迎えに来た時に「家に連れて帰ると、気持ちが休まる時間が無くなり不安になる。私がちゃんと産んであげな
かったから。電柱に一緒に突っ込もうかと、いつも考える」と言われたことが忘れられません。１日２４時間、学校にいるのは７時間。残
りの１７時間はずっと気を張っていないといけないと知り、放課後は何もできないのかとその時は思うばかりでした。

２０年経ち、担当していた生徒のお母さまから、「先生が放課後も土曜も見てくれると安心なのに」と言って誘っていただき、放課後デイ
サービスでお仕事をすることになりました。
放課後にお預かりできる。１年目に感じたお母さまの不安の軽減、気の休まりのお手伝いができると思いました。そして放課後デイ
サービスで仕事をするようになり、仕事と子育てを両立する保護者が増えていることがわかり、時間の無さと子育てに不安を持たれて
いる方も多く、放課後デイサービスでのレスパイトケアが私たちにできる大きな役割だとわかりました。

また、子どもたちはいろいろな場面で経験が少なく、自分のやりたいことが見つけられない子もいて、1人でできないことが多くあると感
じました。そのため、やりたい気持ちはあるが1人では不安な子、個性に沿った支援があれば１人でできる子、何度かやれば黙々と行
える子など、大人に成長するまでに自分に合った方法で自分の好きを見つけ、多くの経験で自信をつけることが必要な子が多くいると
考えます。
児童指導員として勤務していた時にも子供たちが楽しく興味をもって作りたくなるものを提案し活動内容に取り入れることはできました
が、活動に対しての考え方や内容に制限もあり、私たちでできることがあるのではないかと考えるようになりました。

そこで毎日の学習、遊びや活動の中で少しずついろんな体験、経験ができる時間や場所を作り、子どもたちのなんだろう？そうなん
だ！やってみたい!!が聞こえる放課後デイサービスを、そして子どもたちも職員も安心して過ごすことができる放課後デイサービスを設
立したいと考えました。

主な修正点

子供たち1人1人が没頭で
きることを見つけ出せるよ
う、多岐にわたる活動を考
え行ってまいります。支援
者のこだわりを子どもに押
し付けないことをこだわりと
した事業運営をしていく所
存です。

賃借・自己所有

現在地
定員の変更 就労継続支援A型

共同生活住居の追加
上記以外

協
議
の
種
類

計画の概要
本計画書に記載が必要な項目

新規事業所の開設 共生型サービス
事業の追加 共生型サービス以外 新築予定

賃借・自己所有

新築予定

割合

法人の理念 関わる全ての人が前向きな気持ちになれる場所を想像して行動する。

設立年月日 平成35年6月22日 主な修正点

法人が実施する主
な事業

放課後等デイサービス 割合 100
割合

法人の基本方針
一人ひとりの思いを尊重し応援するために、何事にも前向きにチャレンジし、希望ある未来が実現で
きるよう常に成長を心がけ、自らの役割を果たすことで地域に認められ愛される会社を目指します。

主な修正点
下段：所在地

％ ％

上段：取引先
割合 掛取引 回収・支払の条件

日回収％ ％

日 〆 日回収

％

日 〆

日回収％ 日 〆

受付印

受付印省略
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５　施設の概要【平面図は７のとおり】

□

□

4 階 階 年
㎡ ㎡

1 階 ㎡
人 人 人

階 ㎡
人 人 人

階 ㎡
人 人 人

□ □ □ □ ■

６　付近図

人 同種の事業所数 事業所
利用定員合計 人

当該地域における開設事業のニーズ分析について（新規開設の場合のみ記載）
凡例
〇 …
× …
△ …
□ …

※付近図に，事業所から一次避難先及び二次避難先への避難経路を記載すること。

一次避難先までの距離 ｍ 移動手段 一次避難先：駅家北小学校

二次避難先までの距離 ｍ 移動手段 二次避難先：駅家中学校

事業場より約3km内(送迎可能地域)
①あそLabo　10 ⑥ﾊﾞﾊﾞﾊﾞﾙｰﾝ福山駅家　10
②あるふぁ駅家教室　10 ⑦ぽかぽか　10
③じゃんぐる　2 ⑧まなびのひろば駅家　10
④じゃんぐる学院　9 ⑨うきわく　10
⑤ひまわりルーム　　10

土
地

所在地 福山市駅家町法成寺９５－５ 用途区域 第1種住居地域

建
物

建築面積 170.57 延面積 682.28

主な修正点
所有者 抵当権 あり

・当該施設を選定するにあ
たり、建築士に相談し，建
築基準法に適合することを
確認しております。また、消
防署には相談済みであり、
防火対象物使用開始届出
提出の指導も受けました。
開設後速やかに点検を受
け、手続きしてまいります。

構造 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造陸屋根4階建
階層

名称 バウムヴィレッジ
所有者 抵当権 あり
用途 貸事務所・駐車場・共同住宅

4階建 地上 地下 建築年 1992年1月

②
種別
手続 使用する階 専有面積

収容人員

17 内訳 職員 7 利用者 10
①

種別 放課後等デイサービス
手続 開設 使用する階 専有面積

専有面積
収容人員

0 内訳 職員 利用者

内
容

申請種別 新築 増築 用途変更 移転 その他

建物を賃借し，放課後等デイサービス事業所を開設する。

0 内訳 職員 利用者

事
業
の
概
要

収容人員
57

③
種別
手続 使用する階

主な修正点
小学校区 駅家北小学校 人口 405 9

81

送迎が可能な近隣の小学校区(駅家小・駅家西小・加茂小)を含めた利用対象数は
212名である。また、学年別でみると低学年の割合が多くなっており、今後も同様の
傾向が見込まれる。また、現在利用者が確定している千田小学校区(利用対象者62
人)でも募集する予定である。

事業所
同種の事業所
一次避難先
二次避難先

約３００ 徒歩　4分

約６００ 徒歩(8分)　又は車(2分)

〇
△駅家北小学校

駅家中学校□

×①

×②×④

×⑤

×⑥

×⑦

×⑧

×⑨
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７　平面図

※平面図のデータを貼付（貼付が難しい場合は，別添とすること。）
※各部屋・設備の名称及び面積を記載すること。
※敷地内に屋外遊技場等がある場合は，合わせて記載すること。

訓練指導室
(5.5+0.7)×6.45=39.99
柱 0.7×0.5=0.35
書庫及び利用児使用棚

2.5×(1.0+0.5)=3.75
静養室兼相談室

(2.0+0.7)×(1.5+0.25)=4.73
39.99-0.35-3.75-4.73=31.16㎡

※トイレ　男女同
洋式1台

※ 静養室兼相談室を使用しないときは簡易パーテーションをはずし
訓練指導室として使用する

主な修正点

長期休業日の営業には野
外活動や体育館などを借り
ての活動を多く計画してい
ます。利用者の移動等には
十分配慮いたします。平日
の利用には屋外での移動
時間を短縮するなど近隣へ
迷惑が掛からないように配
慮いたします。

訓練指導室

３１．１６㎡

事務室

静養室

兼相談

室

４．７３㎡
入口
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８　従業員

■
■
■ □
■ □
■ □
□ ■
□ ■
□ ■
□ □
□ □
□ □
□ □

月給計
日 〆 日 月 月

９　借入金の状況

5 0 0

１０　必要な資金と調達方法

１１　事業の見通し

2 4 6 10

※１　月平均利用額（１人当たり）の積算根拠

※２　給付費は，サービス提供月の翌々月に振り込まれるので留意すること（例：４月サービス提供→５月請求→６月振込）
※３　主な受注作業取引先（生産活動を行う場合に記入）

※３　主な事業所内生産品（生産活動を行う場合に記入）

円 × H × 日 × 人 ＝
円 × H × 日 × 人 ＝

※４　諸経費：消耗品，光熱水費，車両管理費，研修費，宣伝広告費，租税公課，社会保険料，レンタル料等

職種 雇用形態 名前 年齢 月給 主な修正点
万円

従業員のスキルアップのた
めの研修や昇給制度を盛
り込んだ就業規則を整え、
働きやすい環境づくりに配
慮いたします。

児童発達支援管理責任者 常勤 45 22 万円
児童指導員 常勤

管理者 常勤 49 18

非常勤 24 18 万円
児童指導員 常勤 非常勤 47 18 万円
児童指導員 常勤 非常勤 49 - 万円

万円
指導員 常勤 非常勤 47 7 万円
児童指導員 常勤 非常勤 9

万円
常勤 非常勤 万円

指導員 常勤 非常勤 73 3

万円
常勤 非常勤 万円
常勤 非常勤

意見
日本政策金融公庫 運転資金 万円 万円

万円
95 万円

人件費 末 20 支払 ボーナス 6 12

常勤 非常勤

万円 万円
万円 万円

金融機関 理由 借入残高 年間返済額

必要な資金 金額 調達方法 金額 意見

設
備
資
金

土地 万円 補助金

500 万円
車両 100 万円

万円
建物 万円 自己資金 600 万円

借入金

１月目 ２月目 ３月目 １年後 主な修正点

合計 1,100 万円 合計 1,100 万円

設備

その他 40 万円
運転資金 770 万円

190 万円

利用者見込 Ａ 人 人 人 人

現在の利用の確約が2名あ
り、予約も数件いただいて
います。今後の広報活動と
してチラシの配布や施設見
学を随時開催してまいりま
す。

月平均利用額　※１
2 2 2 万円

（１人当たり）
万円 2 2 万円4 万円 2 1

48.67 万円 235.62 万円
諸収入 0.26 万円 0.52 万円 0.78
給付費　※２ 0 万円 0 万円

万円 1.3 万円
収入計 ① 0.26 万円 0.52 万円 49.45 万円

収
入

236.92 万円

支
出

人件費 95 万円 95 万円 99.58 万円 119.19 万円
旅費・交通費 4 万円 4 万円 4 万円 4 万円
賃借料 10 万円 10 万円 10 万円 10 万円

万円 2 万円
諸経費　※４ 29.75 万円 29.75 万円 30.43 万円
通信費 2 万円 2 万円 2

32.37 万円
支払元金利息 万円 万円 万円 7.3 万円

支出計② 140.75 万円 140.75 万円 146.01 万円 174.87 万円

万円 62.05 万円

生
産
活
動

収入　Ｂ 万円 万円

収支①-② -140.49 万円 -140.23 万円 -96.56

万円 万円
売上高　※３ 万円 万円 万円 万円

万円 万円 万円 万円
支出　Ｃ 万円 万円 万円 万円

万円 万円
利用者賃金 万円 万円 万円
必要経費 万円 万円

万円

平日：604単位（区分１）＋123単位（児童指導員等加配加算）＋108単位（送迎）＝835単位
休日：721１単位（区分１）＋123単位（児童指導員等加配加算）＋108単位（送迎）＝952単位
月額：835単位×15日）+（952単位×10日）=22045単位　総合計：22045単位×1.104(処遇改善加算+ベースアップ加算）＝24337単位
※1カ月当たり平日21日、休日4日で計算（但し3,4,7,12,1月は平日15日、休日10日　8月は休日25日）

上段：受注先
１月当たりの受注額 契約書の有無 回収・支払いの条件

下段：所在地

円
（（（Ｂ－Ｃ）／25）／8）／Ａ

最賃確保状況（Ａ型）
円 円 円

基本報酬（サービス費）＋全ての加算について記載すること

□ あり □ なし万円

万円

生産品 １時間の生産額 計算式 １月当たりの生産額
万円
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１２　事業計画

１３　利用者処遇

（１）事業概要
事業種別：放課後等デイサービス
利用定員：10人
営業日：月火水木金土
営業時間・サービス提供時間： 営業時間9:00～18:00 サービス提供時間（平日14:00～17:30　土曜、長期休暇9:30～15:30）
主たる対象者：小学校１年生～高校３年生（主な対象は小学生）
送迎の有無：有
協力医療機関：こどもクリニックはぐくみ
その他：

主な修正点

（２）開設事業に係る理念・基本方針
・理念…こどもたち一人ひとりの個性を大切にし、様々な活動の中で興味や関心、意欲を育て、自分自身を発見し、将来の自立に向け
成長できる場所を作り支援する。
・基本方針…①子ども達のなんだろう、そうなんだ、やってみたいを尊重し子どもも大人も楽しく挑戦する。②子どもとその家族の思い
に寄り添い、個に沿った支援を提供する。③職員の研修、教育の充実を図り、施設における療育水準の継続的な向上に努める。

（３）事業内容
・主な対象は小学生と考えていますが利用児の年齢が高くなっても、児童指導員の中には小中学校勤務経験、学習支援経験いるた
め、それぞれの個に対応した自立支援を提供します。
・保護者には予定カレンダーで活動内容を伝え、連絡帳やお知らせにて施設内の様子をお伝えし連携を図っていきます。　・保護者、
学校や関係機関と利用児に必要な支援を行う上で連絡調整及び相互援助を行います。相談支援事業所等と連携を図り情報共有を
行います。
・送迎は送迎車で状況に応じて、学校、放課後児童クラブ又はご自宅へ送迎します。

（１）具体的な支援（療育）内容及び目的
【活動の主な内容】
・制作…工作から雑貨作品、毎月の壁面飾り、カレンダー作り、折り紙作品、フラワーアレンジメント等、季節の行事を楽しみながら、用具の使い方、
説明を聞く力がつくよう行う。将来の社会自立につながる作業の経験をする。
・クッキング…おやつ作り、学校休業日の昼食作りを行う。買い物、材料の名前、調理器具の名前、使い方、作り方を学んでいく。将来的には保護者
の参観行事として模擬レストランで調理したものを提供する側の動きも体験する。
・体力作り…土曜や長期休暇に公園や近隣のコミュニティセンターを借りて体を動かす。学校行事で必要なラジオ体操から、鬼ごっこ、ドッジボール、
ミニテニス、スポーツ雪合戦など、ルールを知り楽しみながら体力の向上を行う。
・野菜作り…プランタへの植え付け、水やり、収穫等育て、収穫したものをクッキングに使って季節の野菜を味わう。
・お買い物体験…毎日のおやつ40円分をおもちゃのお金を使い選んで買う練習をする。金額が想像できないお子様にもわかるよう、視覚的に表示し
て伝える。クッキングの材料など計画を立て職員と一緒にスーパーに買い物に行く。
・お楽しみ会…基本毎月１回土曜に行う。季節の行事や誕生日会と関連させる。年間行事を知る、発表する力を育て自己肯定感を高める、落ち着い
て参加し集中して見る、聞く力を育てる。
・外出…土曜日や長期休暇に公園、動物園、道の駅、美術館、博物館等、公共の場所でルールを守って行動する力を身につける。消防署、工場見
学等、将来に向けて知識を増やす。
・学習…学校、保護者と連携を行い、苦手なところを見つけて個に沿った支援を考え提供する。ゲーム感覚でできる漢字カード、地図記号等を作成し
て繰り返し行う

（２）支援を行うために必要となる職員の経験・有する資格など
・小中学校特別支援学級介助員　児童指導員/中学教員免許２種保健　養護教諭２種免許　強行動障害支援者研修終了
・児童発達管理責任者　児童指導員/介護福祉士　強度行動障害支援者研修終了
・児童指導員/強度行動障害支援者研修終了
・児童指導員
・指導員/強度行動障害支援者研修受講予定
・指導員/強度行動障害支援者研修受講予定
（３）職員の質向上のための教育・研修計画
・社外研修受講参加。
・月１回の社内研修も年間計画を立てて行う。
各種障害の特性や支援スキル　虐待防止　身体拘束　感染症　接遇マナー　防災　防犯　個人情報管理等、社内又は外部の講師を招いて研修、振
り返りをしながら行う。

（４）感染症対策
・常備品の準備や物品の在庫確保のための点検、管理を定期的に行う。
・来所時、昼食時、おやつの時の手洗い、うがい、検温を実施し健康チェックを行い、記録する。
・１時間に１回の換気。
・毎日室内、備品、玩具、用具、送迎車内などの消毒。工作用具は人数分用意し個人使用とする。
・排泄物、嘔吐の処理方法はマニュアルを作り対応する。
インフルエンザ等感染症により集団感染のある場合は学校や教育委員会の発表に従い適切に対応する。

（５）事故防止等の安全確保策及び発生時の対応
・体育館活動、外出では現地への移動には車で送迎。１台に２名以上の職員を配置して、車内外での移動時の安全確保、発生時には対応がスムー
ズに行えるよう、マニュアルを作り研修する。
・活動では利用児一人一人の特性を踏まえ、事故発生の場面を想定して事前に回避できるよう計画を立て、必要に応じて1対1対応等を行う。

（６）関係機関との連携
・学校の年間行事予定や下校時刻の確認、引継ぎなど下校時の対応がスムーズに行われるように連携する。
・学校や相談支援事業所等関係機関とともに、子どもに必要な支援を行う上で役割を明確にして支援していく。

（７）家族（保護者）支援
・送迎時や個別支援計画作成のための面談以外にも保護者からの希望があれば相談日を設け、いつでも気軽に相談でき、ご家族が抱える悩みや
不安を少しでも軽減できるよう相談支援を行います。子どもの成長や発達について保護者と情報共有し、個別支援計画をより良いものにしていきま
す。

（８）その他

主な修正点
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１４　防災計画

１５　一日の流れ

月 火 水 木 金 土 日 祝
■ ■ ■ ■ ■ □ □ □

1 4 時 0 0 分 ～ 1 5 時 3 0 分

1 5 時 3 0 分 ～ 1 5 時 4 5 分

1 5 時 4 5 分 ～ 1 7 時 0 0 分

1 7 時 0 0 分 ～ 1 7 時 3 0 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

※上記と異なる営業時間・サービス提供時間がある場合に記載すること。

月 火 水 木 金 土 日 祝
□ □ □ □ □ ■ □ □

9 時 3 0 分 ～ 1 0 時 3 0 分

1 0 時 3 0 分 ～ 1 0 時 4 0 分

1 0 時 4 0 分 ～ 1 2 時 0 0 分

1 2 時 0 0 分 ～ 1 3 時 0 0 分

1 3 時 0 0 分 ～ 1 4 時 4 5 分

1 4 時 4 5 分 ～ 1 5 時 0 0 分

1 5 時 0 0 分 ～ 1 5 時 3 0 分

営業日 営業時間 サービス提供時間

９：００～１８：００ 平日　１４：００～１７：３０

主な修正点

〇災害時の対応体制
・指揮権、指示の順位（管理者　児童発達管理責任者）
・避難誘導、救護、初動対応係（指導員）
・出欠表、個別避難計画、緊急連絡先持ち出し（児童発達管理責任者）
・保護者連絡、関係機関、団体へ連絡（管理者、児童発達管理責任者）
・保護者へ引き渡し（管理者、児童発達管理責任者）
・災害後の再生、災害時マニュアル、個別避難計画書の見直し（全員）
〇避難先
一次避難先：福山市立駅家北小学校
距離，避難方法及び時間：約４４０ｍ　徒歩4分
二次避難先：福山市立駅家中学校
距離，避難方法及び時間：約９００ｍ　徒歩(8分)又は車(2分)
〇防災計画等の作成
危機管理マニュアルを作成し、すべての職員が火災、災害、事故、事件などにおいて的確かつ迅速に対応、予防できるように計画を立て訓練に周知
します。
〇避難訓練の実施計画
年に３回（５月、９月、１月）に防災教育、避難訓練の実施
〇その他
活動での消防署などの見学、地域の危険箇所の把握、子どもたち自らが安全を確保できるよう取り組みます。

主な修正点

営業日 営業時間 サービス提供時間

受け入れ・健康チェック・宿題

おやつ

活動

片付け・帰りの会

片付け・帰りの会

昼食・健康チェック

活動（外出・お楽しみ会など）

おやつ

９：００～１８：００ 土曜・長期休暇９：３０～１５：３０

主な修正点
受け入れ・健康チェック・学習

朝の会（本日の予定の説明・ラジオ体操）

活動（制作・クッキングなど）
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